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「３つのシティ」の実現に向けた 

政策の強化（2020 年度）の 

位置づけ 
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１ 「３つのシティ」の実現に向けた政策の強化（2020 年度） 

〇 2020 年に向けた実行プラン 

  都は、2016（平成 28）年 12 月、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の

成功とその先の東京の未来への道筋を明瞭化するため、４か年（2017～2020 年度）の実

施計画である「都民ファーストでつくる『新しい東京』 ～2020 年に向けた実行プラン～

（以下「実行プラン」という。）」を策定し、「３つのシティ」に沿って様々な取組を進めて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 実行プランの政策の強化（ＰＤＣＡサイクル） 

  実行プランでは、掲げる政策を確実に実行し、成果を出すため、施策の実施、進行管理・

評価、改善・見直しを行う「ＰＤＣＡサイクル」を策定段階から組み込んでいる。 

この間、毎年度、このＰＤＣＡサイクルをしっかりと回し、事業実施で得られた成果や

課題を客観的に把握・検証した上で、事業実施状況レビューとして取りまとめている。 

そして、社会情勢の変化や新たな都民ニーズ等を反映させるための新規施策の構築や既

存施策の見直しを行い、翌年度に「政策の強化」として公表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 2020 年度における政策の強化 

2020（令和２）年度は、実行プランの最終事業年度である。また、東京 2020 大会以降

の未来を見据え、今後取り組むべき政策の方向性を示すため、2019（令和元）年末に策定

した「『未来の東京』戦略ビジョン（以下「戦略ビジョン」という。）」（後述）の第一歩を踏

み出す年度でもある。 

「３つのシティ」と政策の柱 
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そこで、今回の「３つのシティ」の実現に向けた政策の強化（2020 年度）（以下「政策

の強化（2020 年度）」という。）では、戦略ビジョンを先導するため、2020（令和２）年

度に実施する事業を実行プラン事業として位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「未来の東京」戦略ビジョン 

〇 戦略ビジョンの策定 

  東京・日本は、現在、経済・テクノロジー・気候変動・人口構造の４つの点において歴史

的な転換点に直面している。 

こうした厳しい状況において都は、国際的な都市間競争を勝ち抜き「成長」を続ける都

市を実現するとともに、東京 2020 大会のレガシーを更に発展させることで、都民が安心

して豊かに暮らせる「成熟」した都市を目指さなければならない。 

こうした考えの下、東京 2020 大会を跳躍台として、東京の発展の原動力である「人」

に焦点を当て、３つのシティを更に進化させるため、未来を見据えた長期的な視点に立ち、

東京の進むべき道のりを示す長期戦略の策定に着手し、2019（令和元）年 12 月、長期戦

略の土台となる戦略ビジョンを策定した。 

〇 戦略ビジョンの全体像 

 （基本戦略） 

  ４つの「基本戦略」の下、「目指す 2040 年代の姿」を描き、その実現に向け、「2030 年

に向けた戦略」を練り上げ、この戦略を推進する役割を担う「推進プロジェクト」に全庁

を挙げて取り組んでいく。 
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（目指す未来の姿） 

  「つなぐ」をキーワードに、人に寄り添い多様性や包摂性に富んだ、「人が輝く東京」を

実現していくことを政策の基軸とし、「安全安心な東京」「世界をリードする東京」「美しい

東京」「楽しい東京」「オールジャパンで進む東京」を目指すことで、「セーフ シティ」「ダ

イバーシティ」「スマート シティ」の３つのシティが進化し、「成長」と「成熟」が両立し

た未来の東京を実現していく。 

（ビジョン・戦略・推進プロジェクト） 

戦略ビジョンでは、目指す 2040 年代の姿として 20 の「ビジョン」と 2030 年に向け

た 20 の「戦略」を示している。そして、戦略実行のための約 120 の「推進プロジェクト」

を立ち上げ、政策を練り上げた上で、長期戦略を策定し、戦略実行を加速していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 長期戦略の策定に向けて 

  戦略ビジョンで示した約 120 の「推進プロジェクト」について、全庁を挙げて強力に推

進することを通じて、政策の更なるブラッシュアップを図り、最終的に長期戦略として結

実させていく。 
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３ 2020 年に向けた実行プラン 事業費一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「未来の東京」戦略ビジョンを先導する事業について） 

上記事業費のうち、「未来の東京」戦略ビジョンで示す「戦略」や「推進プロジェクト」を

先導する 2020（令和２）年度の事業（新規・拡充）の事業費として、総額 3,160 億円を盛

り込んでいる。 

 

 

 

 

（単位：億円）

政策の柱名

8,167

政策の柱１ 地震に強いまちづくり 3,493

政策の柱２ 自助・共助・公助の連携による防災力の向上 686

政策の柱３ 豪雨・土砂災害対策 964

政策の柱４ 都市インフラの長寿命化・更新 1,599

政策の柱５ まちの安全・安心の確保 137

政策の柱６ まちの元気創出 682

政策の柱７ 多摩・島しょ地域のまちづくり 605

4,542

政策の柱１ 子供を安心して産み育てられるまち 1,411

政策の柱２ 高齢者が安心して暮らせる社会 395

政策の柱３ 医療が充実し健康に暮らせるまち 186

政策の柱４ 障害者がいきいきと暮らせる社会 491

政策の柱５ 誰もが活躍できるまち 206

政策の柱６ 誰もが優しさを感じられるまち 465

政策の柱７ 未来を担う人材の育成 819

政策の柱８ 誰もがスポーツに親しめる社会 570

6,680

政策の柱１ スマートエネルギー都市 956

政策の柱２ 快適な都市環境の創出 1,155

政策の柱３ 豊かな自然環境の創出・保全 503

政策の柱４ 国際金融・経済都市 717

政策の柱５ 交通・物流ネットワークの形成 2,409

政策の柱６ 多様な機能を集積したまちづくり 262

政策の柱７ 世界に開かれた国際・観光都市 434

政策の柱８ 芸術文化の振興 243

16,178

※事業費は、計数等未整理につき変動することがある。

※事業費は、一般会計、公営企業会計などを含む全会計分である。

※事業費は、表示単位未満を四捨五入して計上している。

※各シティ及び各政策の柱は再掲事業を含めた金額であり、総計は本掲事業のみを積み上げた金額である。

※各シティ及び各政策の柱は、それぞれ四捨五入して計上しているため、各シティの金額は各政策の柱の合計と一致しない。

※政策の強化分事業費は、新規事業及び見直し・拡充した事業の事業費を積み上げた金額である。

ダイバーシティ　～誰もがいきいきと生活できる、活躍できる都市・東京～

スマート シティ　～世界に開かれた、環境先進都市、国際金融・経済都市・東京～

総計　　

３つのシティ 令和２年度
事業費

セーフ シティ　～もっと安全、もっと安心、もっと元気な首都・東京～
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